
(57)【要約】

【課題】ジメチルエーテルを、低圧縮比で確実に点火し

て、排ガス中のＮＯｘ 濃度の低減を図ったジメチルエー

テル火花点火機関を提供する。

【解決手段】ジメチルエーテル火花点火機関１０は、圧

縮・液化されたジメチルエーテル（ＤＭＥ）を収容する

カートリッジ２０を含む燃料供給源１２から、ガス化し

たＤＭＥを供給し、このガス化ＤＭＥと空気とを混合量

制御装置１４において混合してから、エンジン本体１８

に吸入し、ここで点火プラグ１６によって所定の点火タ

イミングで点火する。エンジン本体１８における圧縮比

は１０以下、好ましくは７以下とされている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る 燃 料 供 給 源 と 、 前 記 液 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル
か ら 気 化 さ れ た ガ ス 状 ジ メ チ ル エ ー テ ル を 空 気 と 混 合 し て 混 合 気 を 形 成 す る と 共 に 、 そ の
混 合 比 を 調 整 す る 混 合 量 制 御 装 置 と 、 こ の 混 合 量 制 御 装 置 か ら の 混 合 気 を 吸 入 す る と 共 に
、 吸 入 し た 混 合 気 を 圧 縮 し 、 且 つ 、 点 火 プ ラ グ に よ り 点 火 す る エ ン ジ ン 本 体 と 、 を 有 し て
な り 、 こ の エ ン ジ ン 本 体 は 、 圧 縮 比 が １ ０ 以 下 、 好 ま し く は ７ 以 下 と さ れ た こ と を 特 徴 と
す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 前 記 加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る
カ ー ト リ ッ ジ を 含 ん で 構 成 さ れ 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 混 合 量 制 御 装 置 に 至 る 燃 料 供
給 系 に 対 し て 着 脱 自 在 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 、 そ の 内 部 に お い て 、 液 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル
が 気 化 さ れ 、 且 つ 、 こ の 気 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 前 記 燃 料 供 給 系 に 供 給 さ れ る 構 成 で あ る
こ と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 、 そ の 容 器 内 で ジ メ チ ル エ ー テ ル の 蒸 気 圧 に
よ り 液 状 の ジ メ チ ル エ ー テ ル を 加 圧 し て 、 外 部 に 供 給 す る よ う に さ れ た こ と を 特 徴 と す る
ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 又 は ４ に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 系 に は 、 ジ メ チ ル エ ー テ ル を 気 化 す る た め の 気 化
装 置 が 設 け ら れ 、 こ の 気 化 装 置 は 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 の 排 熱 及 び 排 気 熱 の 少 な く と も 一 方
と ジ メ チ ル エ ー テ ル と が 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル
火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に お い て 、 前 記 混 合 量 制 御 装 置 の 上 流 側 に 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体
に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ と 連 動 し て 供 給 燃 料 量 を 調 整 す る 圧 力 調 整 装 置 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に お い て 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 は ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン と さ れ た こ
と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に お い て 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 は ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン と さ れ 、 且
つ 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 燃 焼 室 か ら 排 出 さ れ る 排 ガ ス の 一 部 又 は 全 部 を 、 前 記 燃 焼 室 へ
の 混 合 気 吸 入 系 に 循 環 さ せ る 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー
テ ル 火 花 点 火 機 関 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ジ メ チ ル エ ー テ ル （ 以 下 Ｄ Ｍ Ｅ ） を 燃 料 と し た ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機
関 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 Ｄ Ｍ Ｅ を 軽 油 の 代 わ り に 用 い た デ ィ ー ゼ ル 機 関 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ は 、 Ｄ Ｍ Ｅ の セ タ ン 価 が 高 い こ と 、 燃 焼 時 に 煤 の 排 出 が ほ と ん ど 無 い こ と 、 Ｄ Ｍ Ｅ が
石 炭 、 天 然 ガ ス 、 バ イ オ マ ス 、 廃 棄 プ ラ ス チ ッ ク 等 か ら 安 価 に 製 造 で き る 可 能 性 が あ り 、
石 油 代 替 燃 料 と し て ば か り で な く 、 再 生 可 能 な 燃 料 と し て 期 待 で き る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の よ う な 、 Ｄ Ｍ Ｅ を 燃 料 と し た デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン は 、 軽 油 を 燃 料 と し た 場 合 と 比 較
し て ほ ぼ 同 等 の 出 力 を 得 る こ と が で き る が 、 軽 油 と 異 な り 、 Ｄ Ｍ Ｅ は 潤 滑 性 が な い た め に
、 燃 料 噴 射 弁 の 角 部 等 が 摩 耗 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
又 、 前 述 の よ う に 、 Ｄ Ｍ Ｅ は セ タ ン 価 が 高 い た め 、 燃 料 供 給 系 を 除 く 機 関 の 大 幅 な 改 造 を
す る こ と な く 、 従 来 の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に 適 用 可 能 で あ り 、 又 Ｃ － Ｃ 結 合 を 有 し な い こ
と か ら 、 無 煙 燃 焼 、 即 ち 吐 煙 、 粒 状 物 質 排 出 の 大 幅 削 減 が 可 能 で あ る が 、 Ｎ Ｏ ｘ の 低 減 が
で き な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 Ｎ Ｏ ｘ が 大 幅 に 低 減 さ れ る ジ メ
チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 圧 縮 比 を 低 く し て 火 花 点 火 す る こ と に よ っ て 、 燃 焼 温 度 を
低 く し 、 Ｎ Ｏ ｘ の 排 出 量 を 低 減 で き る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の よ う に 、 加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る 燃 料 供 給
源 と 、 前 記 液 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル か ら 気 化 さ れ た ガ ス 状 ジ メ チ ル エ ー テ ル を 空 気 と 混 合 し
て 混 合 気 を 形 成 す る と 共 に 、 そ の 混 合 比 を 調 整 す る 混 合 量 制 御 装 置 と 、 こ の 混 合 量 制 御 装
置 か ら の 混 合 気 を 吸 入 す る と 共 に 、 吸 入 し た 混 合 気 を 圧 縮 し 、 且 つ 、 点 火 プ ラ グ に よ り 点
火 す る エ ン ジ ン 本 体 と 、 を 有 し て な り 、 こ の エ ン ジ ン 本 体 は 、 圧 縮 比 が １ ０ 以 下 、 好 ま し
く は ７ 以 下 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に よ り 、 上 記 目 的 を
達 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 前 記 加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ
メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る カ ー ト リ ッ ジ を 含 ん で 構 成 さ れ 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 混
合 量 制 御 装 置 に 至 る 燃 料 供 給 系 に 対 し て 着 脱 自 在 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
更 に 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 、 そ の 内 部 に お い
て 、 液 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 気 化 さ れ 、 且 つ 、 こ の 気 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 前 記 燃 料 供 給
系 に 供 給 さ れ る 構 成 で し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に 又 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 源 は 、 そ の 容 器 内 で
ジ メ チ ル エ ー テ ル の 蒸 気 圧 に よ り 液 状 の ジ メ チ ル エ ー テ ル を 加 圧 し て 、 外 部 に 供 給 す る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 燃 料 供 給 系 に は 、 ジ メ チ ル エ ー テ
ル を 気 化 す る た め の 気 化 装 置 が 設 け ら れ 、 こ の 気 化 装 置 は 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 の 排 熱 及 び
排 気 熱 の 少 な く と も 一 方 と ジ メ チ ル エ ー テ ル と が 熱 交 換 す る 熱 交 換 器 を 備 え る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 混 合 量 制 御 装 置 の 上 流 側 に 、 前
記 エ ン ジ ン 本 体 に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ と 連 動 し て 供 給 燃 料 量 を 調 整 す る 圧 力 調 整
装 置 を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 又 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 は ２ サ イ ク ル エ
ン ジ ン と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 に お い て 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 は ４ サ イ ク ル エ ン ジ
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ン と さ れ 、 且 つ 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 燃 焼 室 か ら 排 出 さ れ る 排 ガ ス の 一 部 又 は 全 部 を 、
前 記 燃 焼 室 へ の 混 合 気 吸 入 系 に 循 環 さ せ る 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 設 け る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 の 実 施 の 形 態 の 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 と し て の ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火
機 関 １ ０ は 、 ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン で あ り 、 加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る
燃 料 供 給 源 １ ２ と 、 前 記 ジ メ チ ル エ ー テ ル か ら 気 化 さ れ た ガ ス 状 ジ メ チ ル エ ー テ ル を 空 気
と 混 合 し て 混 合 気 を 形 成 す る と 共 に 、 そ の 混 合 比 を 調 整 す る 混 合 量 制 御 装 置 １ ４ と 、 こ の
混 合 量 制 御 装 置 １ ４ か ら の 混 合 気 を 吸 入 す る と 共 に 、 吸 入 し た 混 合 気 を 圧 縮 し 、 且 つ 、 点
火 プ ラ グ １ ６ に よ っ て 点 火 す る エ ン ジ ン 本 体 １ ８ と 、 を 有 し て な り 、 こ の エ ン ジ ン 本 体 １
８ は 、 圧 縮 比 が １ ０ 以 下 、 好 ま し く は ７ 以 下 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 燃 料 供 給 源 １ ２ は 、 加 圧 ・ 液 化 さ れ た ジ メ チ ル エ ー テ ル を 収 容 す る カ ー ト リ ッ ジ ２ ０
と さ れ 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ は 、 前 記 混 合 量 制 御 装 置 １ ４ に 至 る 燃 料 供 給 系 ２ ２ に 設 け
ら れ た カ ー ト リ ッ ジ 装 着 部 ２ ３ に 対 し て 着 脱 自 在 と さ れ て い る 。 符 号 ２ １ は 停 止 弁 を 示 す
。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ は 、 吐 出 口 （ ノ ズ ル ） ２ ０ Ａ が 上 向 き に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ っ て カ
ー ト リ ッ ジ ２ ０ 内 部 に お い て 液 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 気 化 さ れ 、 且 つ こ の 気 化 ジ メ チ ル エ
ー テ ル が 吐 出 口 ２ ０ Ａ か ら 吐 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 燃 料 供 給 系 ２ ２ は 、 前 記 エ ン ジ ン 本 体 １ ８ の エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク に 接 触 し て 設 け ら れ た
熱 交 換 器 ２ ４ を 通 っ て 配 置 さ れ 、 エ ン ジ ン 本 体 １ ８ で の シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク か ら 伝 達 す る 排
熱 と 、 気 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 熱 交 換 し て 、 該 気 化 ジ メ チ ル エ ー テ ル が 加 熱 さ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
又 、 前 記 燃 料 供 給 系 ２ ２ に は 、 前 記 熱 交 換 器 ２ ４ と 前 記 混 合 量 制 御 装 置 １ ４ と の 間 に 圧 力
調 整 装 置 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 圧 力 調 整 装 置 ２ ６ は 、 エ ン ジ ン 本 体 １ ８ の 吸 気 管 ２ ８ に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト ル バ ル ブ
２ ８ Ａ と 連 動 し て 、 そ の ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 燃 料 供 給 量 と な る よ う に 燃 料 供 給 系 ２ ２
を 通 る 供 給 燃 料 量 を 調 整 で き る よ う に さ れ て い る 。 図 １ の 符 号 ２ ９ は 排 気 管 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 Ｄ Ｍ Ｅ 予 混 合 供 給 内 燃 焼 機 関 に お け る 圧 縮 比 と 燃 焼 室 内 温 度 及 び 圧 縮 点 火 時 期 と の
関 係 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に な っ て い て 、 圧 縮 比 １ ０ で は ピ ス ト ン の 上 死 点 で 自 発 火 し
、 圧 縮 比 ７ で は 上 死 点 か ら ２ ０ ｍ ｓ の 遅 れ で 自 発 火 し て い る 。 こ の た め 実 際 の 運 転 時 に は
、 火 花 点 火 な し で は 圧 縮 比 １ ０ 程 度 で は 始 動 に ６ ０ 秒 の 時 間 が か か り 、 圧 縮 比 ７ 以 下 で あ
れ ば 始 動 で き な い 。 図 ２ の 場 合 、 Ｄ Ｍ Ｅ の 当 量 比 は ０ ． ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 図 ３ は Ｄ Ｍ Ｅ の 圧 縮 点 火 の 場 合 の 燃 焼 室 内 温 度 と 着 火 遅 れ と の 関 係 を Ｄ Ｍ Ｅ の 当 量
比 毎 に 示 し て い る が 、 こ の 図 ３ か ら は 、 着 火 遅 れ は 、 当 量 比 と は 無 関 係 に 温 度 と の 関 係 に
よ り 決 定 さ れ る こ と が 分 る 。 図 ３ に お い て 、 Ａ は 状 態 方 程 式 か ら 導 か れ 、 Ｂ は 実 測 値 を 、
Ｃ は 計 算 結 果 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
従 っ て 、 ジ メ チ ル エ ー テ ル を 燃 料 と す る 内 燃 機 関 で は 、 圧 縮 比 を 低 く す れ ば 、 火 花 点 火 が
可 能 で あ る こ と が 分 る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 １ ０ に お い て は 、 エ ン ジ ン
本 体 １ ８ に お け る 圧 縮 比 が １ ０ 以 下 、 好 ま し く は ７ 以 下 で あ る の で 、 Ｄ Ｍ Ｅ の セ タ ン 価 が
高 く て も 、 圧 縮 点 火 さ れ る 前 に 、 点 火 プ ラ グ １ ６ に よ る 火 花 点 火 に よ っ て 、 吸 入 圧 縮 さ れ
た 燃 料 の 点 火 タ イ ミ ン グ を 確 実 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
又 、 圧 縮 比 が 低 い の で 、 燃 焼 温 度 が 低 く 、 燃 焼 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ ｘ 濃 度 の 低 減 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
更 に 又 、 こ の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 １ ０ は ２ サ イ ク ル
エ ン ジ ン で あ る の で 、 エ ン ジ ン 本 体 １ ８ 内 で 吸 入 さ れ た 混 合 気 に よ っ て 既 燃 ガ ス が 掃 気 さ
れ る 際 に 、 既 燃 ガ ス と 新 気 と の 混 合 が な さ れ 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ （ 排 気 ガ ス 再 循 環 ） と な り 、 燃
焼 温 度 の 低 減 に よ る 更 な る Ｎ Ｏ ｘ 濃 度 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 燃 焼 速 度 は
、 Ｄ Ｍ Ｅ の 特 質 か ら 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 無 し の 場 合 と 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
又 、 こ の ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 １ ０ に お い て は 、 燃 料 供 給 源 １ ２ は 液 状 の ジ メ チ
ル エ ー テ ル を 収 納 す る カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る の で 、 燃 料 の 補 給 が 容 易
で あ り 、 Ｄ Ｍ Ｅ ス タ ン ド 等 の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ の 整 備 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ４ に 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関
３ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 ３ ０ は 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン で あ る エ ン ジ ン 本 体 ３ ８
を 備 え た も の で あ り 、 他 の 構 成 は 、 前 記 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花
点 火 機 関 １ ０ と 同 様 で あ る の で 、 同 一 又 は 同 様 部 分 に 、 図 １ に お け る と 同 一 の 符 号 を 付 す
る こ と に よ り 説 明 を 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 ３ ０ に お い て は 、 燃 料 供 給 源 ３ ２ は カ ー ト リ ッ ジ ３ ４
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 又 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 そ の 吐
出 口 ３ ４ Ａ が 下 向 き と さ れ 、 カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ 内 で 発 生 し た Ｄ Ｍ Ｅ の 蒸 気 圧 に よ っ て 液 状
の Ｄ Ｍ Ｅ が 吐 出 口 ３ ４ Ａ か ら 吐 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
又 、 こ の ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 ３ ０ に お い て は 、 排 気 管 ３ ８ Ｂ か ら 、 排 気 ガ ス の
一 部 又 は 全 部 を 吸 気 管 ３ ８ Ａ に 再 循 環 す る 排 気 ガ ス 再 循 環 （ Ｅ Ｇ Ｒ ） 装 置 ３ ６ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
又 、 熱 交 換 器 ４ ０ は 、 排 気 管 ３ ８ Ｂ に お け る 排 気 余 熱 を 利 用 す る も の で あ っ て も よ い 。 こ
の 場 合 、 エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク よ り も 温 度 上 昇 が 早 い の で コ ー ル ド ス タ ー ト 時 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 ３ ０ に お い て も 、 前 記 ２ サ
イ ク ル エ ン ジ ン で あ る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 １ ０ に お け る と 同 様 に 、 圧 縮 比 が １
０ 以 下 、 好 ま し く は ７ 以 下 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
従 っ て 、 圧 縮 点 火 が 生 じ る こ と が な く 、 燃 焼 温 度 が 低 い こ と に よ り 、 Ｎ Ｏ ｘ 発 生 を 抑 制 す
る こ と が で き る 。 更 に 、 Ｅ Ｇ Ｒ 装 置 ３ ６ を 設 け る こ と に よ っ て 、 Ｎ Ｏ ｘ 排 出 を 更 に 抑 制 す
る こ と が で き 、 こ の 場 合 の 燃 焼 速 度 が 、 Ｄ Ｍ Ｅ の 特 質 か ら ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に お け る よ う
な 燃 焼 速 度 の 低 下 が な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 上 記 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に お け る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 １ ０ に お い て 、 カ
ー ト リ ッ ジ ２ ０ は 上 向 き に さ れ て 、 Ｄ Ｍ Ｅ 蒸 気 と し て の ガ ス 状 Ｄ Ｍ Ｅ が 供 給 さ れ る よ う に
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な っ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で な く 、 ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 場 合 で も 、
図 ４ に 示 さ れ る ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 場 合 と 同 様 に 、 カ ー ト リ ッ ジ を 下 向 き と し て 、 Ｄ Ｍ
Ｅ 蒸 気 圧 に よ っ て 液 状 の Ｄ Ｍ Ｅ が 供 給 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
又 、 上 記 と は 逆 に 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン で あ る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 ３ ０ に お い
て も 、 図 １ に 示 さ れ る と 同 様 に 、 カ ー ト リ ッ ジ ３ ４ を 上 向 き と し て 、 Ｄ Ｍ Ｅ 蒸 気 で あ る ガ
ス 化 し た Ｄ Ｍ Ｅ を 供 給 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 の よ う に 構 成 し た の で 、 圧 縮 点 火 が 生 じ る こ と な く 、 低 い 圧 縮 比 で ジ メ チ ル
エ ー テ ル の 混 合 気 を 確 実 に 且 つ 正 確 な タ イ ミ ン グ で 点 火 す る こ と が で き 、 出 力 が 低 下 し た
り す る こ と な く 、 排 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ ｘ 濃 度 の 低 減 を 図 る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 有
す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 を 示 す 一 部 管
路 図 を 含 む ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 Ｄ Ｍ Ｅ 予 混 合 供 給 内 燃 機 関 に お け る 燃 焼 室 内 温 度 、 圧 縮 点 火 時 期 の 関 係 を 示 す 線
図
【 図 ３ 】 同 Ｄ Ｍ Ｅ 予 混 合 供 給 内 燃 機 関 に お け る 燃 焼 室 内 温 度 と 着 火 遅 れ と の 関 係 を Ｄ Ｍ Ｅ
の 当 量 比 毎 に 示 す 線 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 に 係 る ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関 を 示 す 図 １ と
同 様 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 ３ ０ … ジ メ チ ル エ ー テ ル 火 花 点 火 機 関
１ ２ 、 ３ ２ … 燃 料 供 給 源
１ ４ … 混 合 量 制 御 装 置
１ ６ … 点 火 プ ラ グ
１ ８ 、 ３ ８ … エ ン ジ ン 本 体
２ ０ 、 ３ ４ … カ ー ト リ ッ ジ
２ ０ Ａ 、 ３ ４ Ａ … 吐 出 口
２ ２ … 燃 料 供 給 系
２ ４ 、 ４ ０ … 熱 交 換 器
２ ６ … 圧 力 調 整 装 置
２ ８ … 吸 気 管
２ ８ Ａ … ス ロ ッ ト ル バ ル ブ
３ ８ Ａ … 吸 気 管
３ ８ Ｂ … 排 気 管
３ ６ … 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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